
追
悼

冨
山
省
三

筑
西
市
名
誉
市
民
・
前
筑
西
市
長

　

筑
西
市
名
誉
市
民
、
前
筑
西
市
長
の
冨と

み
や
ま
し
ょ
う
ぞ
う

山
省
三
さ
ん
が
平
成
24
年
12
月
８
日
、
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
74
歳
で
し
た
。

　

冨
山
さ
ん
は
昭
和
58
年
に
茨
城
県
議
会
議
員
に
就
任
、
３
期
12
年
に
わ
た
っ
て
県

政
発
展
に
努
め
ら
れ
、
平
成
８
年
に
は
下
館
市
長
に
就
任
、
県
西
地
域
の
中
心
的
都

市
で
あ
る
下
館
市
の
市
政
発
展
と
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
情
熱
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
４
市
町
合
併
の
際
に
は
、
合
併
協
議
の
中
心
的
存
在
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、『
筑
西
市
』
の
誕
生
と
い
う
歴
史
的
偉
業
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
地
域
振
興
の
功
績
に
よ
り
旭
日
中
受
章
を
綬
章
し
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
市
長
に
就
任
後
、
市
の
将
来
を
見
据
え
て

の
事
業
を
展
開
、
平
成
10
年
に
は
市
民
が
知
識
や
情
報

を
得
る
た
め
に
下
館
市
立
図
書
館
を
竣
工
し
ま
し
た
。

　

防
災
分
野
で
は
、
火
災
や
水
害
な
ど
か
ら
住
民
の
財

産
を
守
る
活
動
を
支
援
、
車
両
や
防
火
施
設
の
整
備
を

強
化
、
災
害
な
ど
に
即
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
61
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
る
水
害
を
機

に
、
小
貝
川
流
域
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
河
川
災

害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
を
国
に
要
請
し
、
水
害
対
策

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
９
月
に
は
、
沖
田
地
区
土
地
区
画
整
備

事
業
に
よ
り
「
み
ど
り
町
」
を
誕
生
さ
せ
る
と
と
も

に
、
駅
か
ら
国
道
50
号
線
ま
で
の
中
心
市
街
地
の
活

性
化
が
必
要
で
あ
る
と
、
平
成
12
年
10
月
に
街
路
改

良
事
業
と
し
て
一
方
通
行
を
解
除
、
ま
た
県
事
業
に

よ
り
道
路
幅
を
拡
幅
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
平
成
13
年
４
月
に

市
総
合
体
育
館
を
完
成
さ
せ
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
、
余
暇
活
動
の
拠
点
施
設
の
形
成
を

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
、
筑
西
市
誕
生
１
周
年
記
念
事
業
と
し

ん
さ

て
「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
を
総
合
体
育
館
で
開
催
、

筑
西
市
の
全
国
へ
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
力
を
注
が
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
館
駅
北
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
事
業
に
よ
り
国

の
機
関
を
一
堂
に
集
め
る
一
方
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
も
だ
て
美
術
館
を
開
館
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

下
館
市
長
と
し
て
、
ま
た
初
代
筑
西
市
長
と
し
て

の
重
責
を
担
い
、豊
富
な
識
見
と
指
導
力
に
よ
っ
て
、

新
市
の
基
盤
整
備
と
11
万
市
民
の
協
調
融
和
に
力
を

尽
く
さ
れ
ま
し
た
冨
山
さ
ん
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

下
館
市
長
と
し
て
の
功
績

筑
西
市
長
と
し
て
の
功
績

６



行 政 ニ ュ ー ス

市内の小中学校、幼稚園・保育園
都市公園の放射線量測定結果
下館小学校 0.073 
伊讃小学校 0.073 
川島小学校 0.069 
竹島小学校 0.075 
養蚕小学校 0.078 
五所小学校 0.063 
中小学校 0.071 
河間小学校 0.078 
大田小学校 0.060 
嘉田生崎小学校 0.076 
関城西小学校 0.084 
関城東小学校 0.062 
大村小学校 0.077 
村田小学校 0.083 
鳥羽小学校 0.085 
上野小学校 0.086 
長讃小学校 0.070 
古里小学校 0.072 
新治小学校 0.082 
小栗小学校 0.080 

明野幼稚園 0.081 
協和幼稚園 0.086 
認定こども園
せきじょう 0.107

協和保育所 0.056

下岡崎近隣
公園 0.090

神明近隣公園 0.064
木有戸公園 0.052
村田児童公園 0.085
協和の杜公園 0.086

下館中学校 0.088 
下館西中学校 0.093 
下館南中学校 0.069 
下館北中学校 0.060 
関城中学校 0.079 
明野中学校 0.081 
協和中学校 0.056 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：12月14日（金）・公園12月10日（月）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢

　

水
彩
画
家
で
、
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
の
柳や
な
ぎ
だ田
昭あ
き
らさ

ん
が
、
平
成
24
年
11
月
29
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

64
歳
で
し
た
。

　

柳
田
さ
ん
は
、
旧
協
和
町
出
身
、

市
内
玉
戸
に
お
い
て
画
業
活
動
に

専
念
さ
れ
、「
水
温
む
頃
」
の
作
品

で
、
故
安や

す
い井
會そ

う
た
ろ
う

太
郎
の
画
業
を
表

彰
す
る
た
め
創
立
さ
れ
た
、
将
来

日
本
の
美
術
を
推
進
す
る
新
人
画

家
に
贈
ら
れ
る
具
象
絵
画
の
登
竜

門
で
も
あ
る
「
安
井
賞
」
を
受
賞

し
た
水
彩
画
家
で
し
た
。

　

故
郷
と
南
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
バ

ン
ス
地
方
の
田
園
風
景
を
描
き
、

２
０
０
４
年
と
２
０
０
６
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で

個
展
を
開
催
、
国
内
主
要
都
市

で
も
開
催
し
、
昨
年
１
月
に

は
、
し
も
だ
て
美
術
館
で
企

画
展
「
柳
田
昭
絵
画
展

−

故

郷
讃
歌

−

」
を
開
催
、
来
場

者
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
と

し
て
、
市
の
知
名
度
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

水
彩
画
家
で
筑
西
ふ
る
さ
と
大
使
の

柳
田
昭
さ
ん
逝
去

平成 24年３月にしもだて美術
館で行われたトークショーにて

しもだて美術館内で描かれた作品

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、12
月
６
日
、街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
が
市

内
５
か
所
で
「
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
ち

ら
し
な
ど
を
手
渡
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

日
時
は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
週
間
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンあけの元気館でのキャンペーンの様子

　

食
品
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
身

体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
、
11
月
28
日
、
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
産
婦
人
科
医
で
テ
レ
ビ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す

る
富と

み
さ
か坂

美み
お
り織

さ
ん
。
実
生
活
で
注
意

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

市
の
食
品
放
射
能
測
定
室
で
は
、

食
品
の
放
射
能
測
定
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

食
の
安
全
・
安
心
を
考
え
る
講
演

会「
食
品
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
」

参加者からの様々な質問に
答える富坂さん

７



行 政 ニ ュ ー ス

　

11
月
27
日
、
県
庁
で
「
地
域
安
全

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
，
12
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
県
内
３
０
９
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
小
学
生
高
学
年

の
部
で
、
警
察
本
部
長
賞
に
嘉
田
生

崎
小
学
校
６
年
の
関せ

き
ぐ
ち口
紗さ

や

か
也
加
さ

ん
・
鶴つ

る
み見

恵え

り利
さ
ん
、
防
犯
協
会
理

事
長
賞
に
竹
島
小
学
校
６
年
の
増ま

す
だ田

汐し
お
り里

さ
ん
・
中な

か
お尾

天あ
ま
ね音

さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
が

夏
休
み
中
に
通
学
路
や
普
段
の
遊
び

場
な
ど
の
安
全
度
を
調
べ
、「
地
域

安
全
マ
ッ
プ
」
に
ま
と
め
る
こ
と
に

よ
り
、
自
ら
の
危
険
を
予
測
し
た
り

回
避
し
た
り
す
る
力
を
養
い
、
保
護

者
等
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

作
品
は
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.pref.ibaraki.
jp/kenkei

）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
で
、
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
の

１
周
年
を
記
念
し
、「
災
害
時
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
視
点
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推

進
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

粟あ
わ
の野

里り

さ咲
さ
ん
（
大
田
小
６
年
）
と

鳥と

ば羽
恵え

り

こ
理
子
さ
ん（
下
館
北
中
２
年
）

が
受
賞
作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
の
川か

わ
む
ら村

晃こ
う
じ司

さ
ん
が

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
見
え
て
き
た

も
の
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行

い
、
防
災
力

の
向
上
に
は

女
性
や
弱
者

の
視
点
こ
そ

重
要
だ
と
訴

え
て
い
ま
し

た
。

　

第
３
部
で
は
、
川
村
さ
ん
の
進
行

で
元
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

河
川
部
長
の
田た

が
み上

澄す
み
お雄

さ
ん
と
野の

ざ
わ澤

久ひ
さ
こ子
筑
西
市
防
災
調
整
監
３
人
に
よ

る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
会
場

の
参
加
者
を
交
え
た
地
域
防
災
に
関

す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
安
全
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

で
市
内
小
学
生
が
受
賞

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら

１
年　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

二
宮
尊
徳
の
精
神
を
次
世
代
に

第
18
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト

◀
竹
島
小
学
校

　
右
：
中
尾
天
音
さ
ん

　
左
：
増
田
汐
里
さ
ん

▶
嘉
田
生
崎
小
学
校

　
右
：
鶴
見
恵
利
さ
ん

　
左
：
関
口
紗
也
加
さ
ん

災害弱者の視点の重要
性を訴える川村さん

　

11
月
17
日
、「
第
18
回
全
国
報
徳
サ

ミ
ッ
ト
」
が
、
全
国
報
徳
研
究
市
町

村
協
議
会
主
催
に
よ
り
静
岡
県
の
御

殿
場
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
報
徳
仕
法
を
用
い
て

筑
西
市
を
含
む
多
く
の
人
や
疲
弊
し

た
農
村
復
興
に
生
涯
を
捧
げ
た
郷
土

ゆ
か
り
の
偉
人
を
し
の
ぶ
と
と
も

に
、
そ
の
思
想
を
現
代
の
社
会
に
生

か
そ
う
と
、
二
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
18

市
町
村
が
一
堂
に
集
い
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

等
を
通
じ
、
尊
徳
の
思
想
を
次
世
代

に
継
承
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。
筑
西
市
か
ら
は
上う

え
の野

怜さ
と
し

教

育
長
、
筑
西
市
郷
土
史
講
座
報
徳
委

員
会
（
桐き

り
は
ら原
光み

つ
あ
き明
会
長
）
が
参
加
し
、

上
野
教
育
長
が
筑
西
市
の
行
政
改
革

等
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

報徳精神を次世代につなぐことを確
認した全国報徳サミット

　

11
月
20
〜
21
日
、
吉
澤
市
長
と
筑

西
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
友
好

都
市
の
岡
山
県
高た

か
は
し梁

市
を
親
善
訪
問

し
ま
し
た
。

　

筑
西
市
と
高
梁
市
は
、
下
館
藩

を
治
め
て
い
た
水み

ず
の
や谷
勝か

つ
た
か隆
公
が

１
６
３
９
年
に
備
中
松
山
藩
（
現
高

梁
市
）
へ
国
替
え
と
な
っ
た
歴
史
的

背
景
を
縁
に
、
昭
和
54
年
に
友
好
都

市
の
協
約
を
結
び
（
合
併
後
の
平
成

19
年
に
再
締
結
）、
以
来
交
流
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　

一
昨
年
の
震
災
で
は
、
高
梁
市
と

高
梁
市
議
会
よ
り
お
見
舞
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
人
口
減
少
、
公
共

交
通
、
教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
好
都
市
岡
山
県
高
梁
市
へ
親
善

訪
問

近藤隆則高梁市長と日本最古の木造校舎旧吹
屋小学校校舎前にて

８



地域のテーマを市民の目線で

  風
か ざ み

見 うた子さん（小川）

　若者のみなさんに、
結婚を通して共に生き
ていくことの素晴らし
さを感じてほしいです。

市 民 記 者 の ペ ー ジ

自
分
の
た
め
だ
け
に
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
仕
事
が
忙
し
く
て
も
、
仕
事
以
外
の
時

間
は
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
家
族
が
い
る
な
ら
ば
、
家
族
の
た

め
社
会
生
活
の
た
め
の
時
間
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
こ
れ
は
女
性
の
場
合
だ
け
で
す
が
、
切
実
な

理
由
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
す
れ
ば
そ
の
後
に
は

妊
娠
、
そ
し
て
出
産
が
あ
り
ま
す
。
出
産
を
機

に
退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
も
出
て
き
ま

す
。
た
と
え
復
職
で
き
る
と
し
て
も
同
じ
仕
事

に
戻
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば

結
婚
を
し
な
い
で
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
い
た
方

が
充
実
し
て
い
る
と
考
え
る
人
が
い
て
も
、
不

思
議
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
的
に
少
子
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
出
生
率
低
下
の
背
景
と
し
て
、
女
性

の
社
会
進
出
が
進
む
に
つ
れ
、
仕
事
と
育
児

を
両
立
す
る
こ
と
の
負
担
の
増
大
が
あ
り
ま

す
。
保
育
園
の
充
実
や
児
童
手
当
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
政
策
も
あ
り
ま
す
が
、
働
く
女
性
が
出
産

　　

近
年
、
若
い
人
た
ち
の
結
婚
観
が
以
前
と
は

少
し
違
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
男

性
、
女
性
に
関
係
な
く
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
作
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
早
く
に
結

婚
す
る
人
、
ま
ち
ぐ
る
み
や
企
業
ぐ
る
み
の
婚

活
に
積
極
的
に
参
加
す
る
人
、
そ
し
て
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
く
結
婚
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
な
い
人
、
多
種
多
様
で
す
。

　
結
婚
し
な
い
人
の
理
由
と
し
て
は
、
仕
事
が

面
白
い
の
で
集
中
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
１
つ

考
え
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
独
身
な
ら
ば
24
時
間

結
婚
し
な
い
理
由

結
婚
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

若
者
の
み
な
さ
ん
、
結
婚
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
! !

　

現
在
少
子
化
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
晩
婚
化
や
未
婚
化
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
の
若
者
の
結
婚
観
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

若
者
の
結
婚
観
の
変
化

育
児
休
暇
後
も
安
心
し
て
職
場
に
復
帰
で
き
る

よ
う
な
労
働
環
境
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
他
に
も
「
生
き
方
」
に
つ
い
て
の
意
識

の
変
化
も
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。
結
婚

を
し
な
く
て
も
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
結
婚
を
し
て
、
家
族
を
持
ち
、
家
庭
を
つ

く
り
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
楽

し
い
こ
と
も
う
れ
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
人
間
的
に
も
独
身
の
と
き
よ
り
は
ず
っ

と
成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
独
身
主
義
の
み
な
さ
ま
、
結
婚
を
し
て
ぜ
ひ

と
も
そ
う
い
う
思
い
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

９


